
感染症を踏まえた避難のあり方について

資料8-1

※以下の資料を、事務局にて編集し、情報共有を⾏う。
・新型コロナウイルス感染症流⾏時の災害と避難を考える⼿引き（地⽅⾃治体編）第⼆版（新型コロナ感染症と災害避難研究会）
・感染症蔓延下における避難所環境の考え⽅ （⽇本⾚⼗字北海道看護⼤学災害対策教育センター 資料）
・避難所における新型コロナウイルス感染症への対応の参考資料（内閣府）



感染症を踏まえた避難のあり方について

1

○ 2020年1⽉以降、全国で新型コロナウイルス感染症（以下「感染症」）が発⽣・拡⼤した。
○ 感染症のさらなる拡⼤の抑制や発⽣の防⽌を図るため、社会全体の⽣活形態・様式等にも
変化が求められている。

◆背景

◆「感染症を踏まえた避難のあり⽅」についての視点

○ 感染症を踏まえた避難のあり⽅を考えていく上で、以下のような視点がある。

1.避難の形態
分散避難の確⽴
（三密を避ける避難）

2.避難⽣活と健康被害
避難⽣活に起因する疾患と
その対策
避難所でのウイルス感染対策
避難所⽣活に必要な薬の対策

3.避難所の運⽤等
避難所収容能⼒の確保
避難時の健康状態による
振り分け
避難所内の区画、装備

感染症の現下の状況を踏まえ、災害が発⽣した際に、避難所の開設や避難⾏動においても、
感染症対策に万全を期すことが重要となる。
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新型感染症に留意した多様な避難
感染症の拡⼤を防ぐために密を避けて避難

を⾏う。

○ 従来の避難所避難を地域住⺠が実施すると避難所が密な状態となり感染リスクを⾼めてし
まい、災害による被災に加えて感染症による⼆次被害が拡⼤する恐れがある。

⇒感染症を踏まえた避難の⽅法として分散避難が推奨される。

①在宅避難
⾃宅のリスクを把握した上で実施

②避難所避難
健常者と感染の疑いがある⼈を別離
して収容
避難所内の区画等も整備

③ホテル避難
感染者または申請者（有料）がソー
シャルディスタンス等を気にせずに
⽣活可能

④⻘空避難
仮設のテントや公園・駐⾞場等の
広場を利⽤して⾞中泊を実施

⑤縁故避難
近隣地域の親戚や知⼈宅に避難を⾏う

１．避難の形態
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○ 分散避難の実施に当たっては、住⺠⾃⾝が事前に⾃地域の⽔害リスクや⼟砂災害リスクを
適切に把握し、避難⽅法を柔軟に選択できることが重要である。

○ 新宮市では、5⽉29⽇に「Web版ハザードマップ」のサービスを開始しており、リスクの
把握や逃げどきの判断を⽀援するツールとしての活⽤が期待される。

○ 紀宝町では、新型コロナ感染症拡⼤防⽌を踏まえた避難対策を推進しており、近畿地整や
Cemiと連携した地区タイムラインの⾒直しや地域の災害リスクの把握・避難⾏動の判断
を⽀援するリスクマップの作成を⾏っている。

２．被害リスクの確認と避難⾏動の選択

※Web版 新宮市ハザードマップ︓https://shingu.nigedoki-map.com
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避難⽣活に起因する疾患︓以前からも避難所⽣活では様々な健康被害が発⽣するとされていたが、新型コロナ
感染症が加わることで更なる対策が強いられる

○ 避難⽣活においては様々な健康被害が発⽣することに⾔及されており、感染症を踏まえた
場合、さらなる健康被害が懸念される。

⇒発症する健康被害を把握し、良好な避難所環境を整えることが必要である。

避難生活で多発する災害関連疾患 車中泊とエコノミークラス症候群・肺塞栓症について

⽣活環境の⽔準が下がると災害関連疾患が発
症しやすい。
分散避難で挙げられた⻘空避難（⾞中泊）に
おいても災害関連疾患の発症や合併症等が懸
念される

【発症となる要因（発症しやすい状況）】
ストレスを受ける ⽔分を控える
運動をしない トイレを控える
⾞中避難 ⾼齢者や⼥性
コロナに感染する

３．避難⽣活と健康被害

【発症する症状】
⾜のむくみ、痛み、腫れ
突然息苦しくなる
脈拍が増える 等
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避難所の運⽤に関する課題︓避難所の収容能⼒や、健康状態による部屋分け、パーソナルスペース・ソーシャル
ディスタンスを考慮した区画分け等が課題となる

○ 避難所⽣活はこれまでの災害発⽣時に⽐べて制限が増加し、運営⾯での困難が予想される。
→マニュアル等を整備し、明確なルールの策定が必要となる。

●避難所の収容能⼒
避難者1⼈当たりの避難所収容⾯

積は1.57〜2.93m2/⼈とされてい
るが、感染症対策（ソーシャル
ディスタンス）を踏まえた場合
4.0m2は確保しなければならなく、
避難所は従来の1/2以下の利⽤者数
に限られてくると考えられる。

●避難時の健康状態
避難時に検温等を実施し、健康

状態により避難所の部屋を分ける
ことで感染拡⼤を防⽌する⽅法が
考えられている。

●避難所内の区画整理
ソーシャルディスタンス、パー

ソナルスペースを考慮した区画整
理が必要となってくる。

４．避難所の運⽤等
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【参考】区画整理の例（健常者）
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【参考】区画整理の例（感染の疑い・濃厚接触者等）
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【参考】避難所避難対策案

トイレ解決案2
コンテナ型トイレの展開

トイレ解決案
既設トイレを利⽤しする携帯トイレ⽅式
（ルール等を策定する必要あり）


